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7１

ハンドボールにおける両面接着テープ装着の効果

山本博男・福島基＊・南谷直利＊・横山健＊

安土武志＊・徳前紀和*＊

EeffectsofCohesiveTapeonSomeFundamentalSkills

inEuropemHandballforJuniorHighSchoolTeam
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ＮａｏｔｏｓｈｉＭＩＮＡＭＩＴＡＮＩ・ＫｅｎＹＯＫＯＹＡＭＡ・

ＴａｋｅｓｈｉＡＮＤＯ・ＮｏｒｉｋａｚｕＴＯＫＵＭＡＥ

ユートコントロールについて違いを明らかにし，

両面接着テープ装着の効果を検討することであ

る。

はじめに

ハンドボール競技において，プレーヤーがボ

ールを握れることと握れないことによる基本的

対人的技能の差は，だれもが共通して抱く感覚

であり，改善すべき問題である。それ故，ボー

ルを片手で握るための用具として両面接着テー

プが用いられることがある。

両面接着テープは，一般，大学，高校チーム

における普及率は高いが，中学生チームにおい

ては低いようである｡中学生こそ体格が小さく，

両面接着テープの力を借りる事によって，ハン

ドボールの面白味，醍醐味を覚える時期であろ

う。この中学時代から両面接着テープの効果を

理解し，有効に使用することは，ハンドボール

における技術の進歩を速めると考えられる。こ

れまでに，ハンドボールのハンドリング及びス

ローイングに関する研究2)3)4)6)7)8)，)10)11)は数多く行

われている。しかしながら，両面接着テープの

使用に関する研究はきわめて少ない。

従って，本研究の目的は，中学生男子ハンド

ボール部員における素手と両面接着テープ装着

時の遠投力とそのフォーム，ボール牽引力，シ

方法

１被検者

被検者は，小松市立芦城中学校男子ハンドボ

ール部員21名であった。被検者の特性を表１に

示した。

２実験期日

遠投力及びボール牽引力の測定については，

昭和63年10月２６日，シュートコントロール，手

長，指幅の測定は11月２日に行った。

３実験場所

小松市総合体育館

４実験手順

被検者は素手と両面接着テープ装着時のそれ

ぞれにおいて，遠投力，ボール牽引力及びシュ

ートコントロールの測定を行った，また，被検

者それぞれの手長，指幅を測定した。なお，両

平成元年９月16日受理

＊金沢大学大学院
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TableLPhysicalcharacteristicsofsubjects
京測器研究所製）の一方と連結し，ゲージボッ

クスを介して，ストレインアンプ（三栄測器社

製）に接続された。記録はオシログラフ（三栄

測器社製）を用いた。

被検者は，両足を肩幅に広げた姿勢から利き

腕前挙の姿勢を取り，肩の高さでボールを保持

し，牽引した。試行は，最大努力でポールが指

先から離れるまで,素手において，回行った後，

両面接着テープ装着の状態で，回行った。

３）シュートコントロール

シュートコントロールでは，ジャンプシュー

トについて測定した。ゴールの左右上隅に30ｍ

四方のビニール製の的を吊り下げ,被検者には，

全力投球で的をねらってシュートするように指

示した｡試行は，素手，両面接着テープ装着の

それぞれについて，「引っ張り上」を５本，「な

がし上」を５本とした。

４）手長，指幅

掌を最大限に開いた時の第一指突端と第五指

突端の長さ及び，第三指突端から僥骨，尺骨と

第一腕関節の接合点の長さをそれぞれ測定した。

面接着テープは，ＮＩＴＴＯ製カーペット接着用

両面接着テープを使用した。

１）遠投力

被検者には，十分な助走を行い，できるでけ

遠くへ投げるように指示した。計測は，ボール

をリリースした時の前下肢の地点から，ボール

の落下点までの距離を巻尺を用いて行った。試

行は，素手において２試行を行い，その後，両

面接着テープを装着し，２試行を行った。素手，

両面接着テープ装着時それぞれにおいて，大き

い方の値を記録した。

素手，両面接着テープ装着時の投球フォーム

分析のため，被検者の側方５，８０cm，高さ１ｍ

18cmの地点からＶＴＲ撮影（松下電器製，

30fps）を行った。

２）ボール牽引力

山本ら（1984)5)と同様にしてボールにワイヤ

ーをとりつけて測定した｡ワイヤーは荷重計(東

５分析項目

中出（1964)8)の報告に従い，被検者各々の手

長，指幅からそれぞれのハンドリング・キャパ

シティーを算出した。ハンドリング・キャパシ

ティーの大きい順に１から11番までを手の大き

い群(以下Ａ群とする)，１２から21番までを手の

小さい群（以下Ｂ群とする）にグループ分けし

た。各被検者のハンドリング・キャパシティー

を表２に示した。また，測定項目それぞれにお

いて，両面接着テープ装着によって，パフォー

マンスが向上した被検者をＵＰ群とし,低下した

被検者をＤＯＷＮ群とした。

１）遠投力，ボール牽引力及びシュートコント

ロール

各素手，両面接着テープ装着における平均値

及び標準偏差を全体,Ａ群,Ｂ群,ＵＰ群,ＤＯＷＮ

群について算出した。

２）遠投動作
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Table２.Handlingcapacityofeachsubject． 結果

１遠投力

各被検者における遠投力の測定結果を表３に

示した｡素手遠投力の平均値,標準偏差は27.8±

3.8ｍであり，両面接着テープ遠投力は28.0±４．

１ｍであった｡素手遠投力と両面接着テープ遠投

力の平均値との間には有意差は認められなかっ

た（図１）。

ハンドリング・キャパシティーによるＡ群，

Ｂ群について,Ａ群では両面接着テープq効果斌十

＊＊Ｐ＜０．０１＊Ｐ＜０．０５

ボール投射角度，主動作（フォワード・スロ

ー）開始時の肘関節角度及び投球動作中のボー

ルの垂直方向の移動距離をＶＴＲ撮影より求め

た。また，素手，両面接着テープ装着における

平均値及び標準偏差を全体,Ａ群，Ｂ群,ＵＰ群，
ＤＯＷＮ群について算出した。

素手の場合と両面接着テープを装着した場合

で各測定項目の平均値に有意差があるか調べる

ため，ｔ検定を用いた。なお，本研究における

有意水準は１％及び５％であった。

Ｅ
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示した。また，素手牽引力，両面接着テープ牽

引力それぞれの平均値と標準偏差を図２に示し

た。平均値について，素手牽引力と両面接着テ

ープ牽引力の比は１００：184であった。また，

その差すなわち,両面接着テープ効果は＋3.0ｋｇ

であり，1％水準で有意であった。

ハンドリング・キャパシティーではＡ群にお

いて，両面接着テープ効果が＋３．３ｋｇ，素手牽

引力と両面接着テープ牽引力の比が１００：１７５

であった。Ｂ群においては，両面接着テープ効

果が＋２．７ｋｇ，素手牽引力と両面接着テープ牽

引力の比が１００：１９９であった。なお，Ａ群，

Ｂ群ともに素手牽引力と両面接着テープ牽引力

0.7ｍであるのに対し,Ｂ群においては,－０．４ｍ

であった。Ａ群，Ｂ群ともに素手遠投力と両面

接着テープ遠投力との間に有意差は認められな

かった。

被検者21名中，両面接着テープ効果がプラス

の値を示した被検者(UP群)は13名であり，マ

イナスの値を示した被検者(ＤＯＷＮ群）は８名

であった。とりわけ，Ａ群においては，１１名中

８名がＵＰ群に属し，Ｂ群においては，１０名中５

名がＵＰ群に属した。

２ボール牽引力

各被検者のボール牽引力の測定結果を表４に

Table４.Perfolmanceofeachsubject,pullingcapacitywithTAPEandSUDE（kg）
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素手得点と両面接着テープ得点の間に５％水準

で有意差が認められた。ハンドリング・キャパ

シティーの小さいＢ群においては，両面接着テ

ープ効果が＋0.5点であり，素手得点と両面接

着テープ得点の間に有意差は認められなかった。

被検者20名中，両面接着テープ効果がプラス

の被検者(ＵＰ群）は12名であり，マイナスの被

検者が６名,変化なしの被検者が２名であった。

ＵＰ群12名における素手得点の平均値は,１３点

であり，両面接着テープ得点の平均値は4.3点

で，両面接着テープ効果は,＋3.0点であった。

の平均値との間には１％水準で有意差が認めら

れた。

被検者20名，全員が両面接着テープ効果がプ

ラスであり，全員がＵＰ群であった。
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「 ４遠投動作

１）ポール投射角度

各被検者における素手と両面接着テープ装着

時のボール投射角を表６に示した。また，素手

投射角，両面接着テープ投射角それぞれの平均

値及び標準偏差を図４に示した。両面接着テー

プ投射角と素手投射角の平均値との間に１％水

準で有意差が認められた。

ハンドリング・キャパシティーの大きいＡ群

では，両面接着テープ投射角と素手投射角の間

に有意差は認められなかった。ハンドリング・

キャパシティーの小さいＢ群においては，両面

接着テープ投射角と素手投射角の平均値との間

に５％水準で有意差が認められた。

被検者21名のうち，両面接着テープによって

投射角が大きくなった被検者は16名，小さくな

った被検者は４名，変化なしが１名であった。

投射角が大きくなったＵＰ群では,両面接着テー

プ効果が＋７度であった。投射角が小さくなっ

たＤＯＷＮ群は,両面接着テープ効果,すなわち，

両面接着テープ投射角と素手投射角の差は,－４

度であった。

２）主動作（フォワード・スロー）開始時の肘

関節角度

各被検者の素手角度と両面接着テープ角度を

表７に示した。また，素手角度，両面接着テー

プ角度の平均値及び標準偏差を,図５に示した。

両面接着テープ角度と素手角度との平均値の差

ＳＵＤＥＴＡＰＥＳＵＤＥＴＡＰＥＳＵＤＥＴＡＰＥ

ＴＯＴＡＬ ＧＲＯＵＰＡＧＲＯＵＰＢ

Ｃｏｍｐａｒｉｓｏｎｏｆｔｈｅｐｕｌlｉｎｇｃａｐａｃｉｔｙ
ｗｉｔｈＴＡＰＥａｎｄＳＵＤＥ

Figure2
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Figure3 Comparisonofthescoreofjump
shooｔｃｏｎｔｒｏｌｗｉｔｈＴＡＰＥａｎｄＳＵＤＥ

３シュートコントロール

各被検者におけるシュートコントロールの得

点を表５に示した。また，素手得点，両面接着

テープ得点それぞれの平均値及び標準偏差を図

３に示した。両面接着テープ効果，すなわち，

両面接着テープ得点と素手得点の平均値との差

は,＋1.3点であり，５％水準で有意であった。

ハンドリング・キャパシティーの大きいＡ群

では，両面接着テープ効果が＋２．０点であり，
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Table6Perfonnanceofeachsubject,angleofincidenceafterreleaseofballthrowduringlong

distancethrｏｗｉｎｇｍｏｔｉｏｎｗｉｔｈＴＡＰＥａｎｄＳＵＤＥ （degree）

Ｇｒｏｕｐ ＢＧｒｏｕｐ Ａ

difference ｓｕｂｊ ＳＵＤＥ ＴＡＰＥＳＵＤＥ ＴＡＰＥ difference
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Table７.Performanceofeachsubject,elbowangleatthestartingpointofforwardswingduring

longdistanceｔｈｒｏｗｉｎｇｍｏｔｉｏｎｗｉｔｈＴＡＰＥａｎｄＳＵＤＥ （degree）
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移動距離'よ,＋３度であり，有意差は認められなかった。

ハンドリング・キャパシティーによる分類に

ついて，Ａ群では，両面接着テープ角度と素手

角度との平均値は同じであった。Ｂ群では，両

面接着テープ角度と素手角度との平均値の差

は,＋６度であり，有意差は認められなかった。

被検者20名のうち，両面接着テープ効果がプ

ラスであった被検者（ＵＰ群）は，１０名であり，

マイナスであった被検者(ＤＯＷＮ群)は９名で，

変化なしが１名であった。

３）投球動作中におけるボールの垂直方向への

各被検者における素手と両面接着テープ装着

時の移動距離を表８に示した。また，素手距離，

両面接着テープ距離の平均値及び標準偏差を図

６に示した。両面接着テープと素手距離との平

均値の差は＋７cmであり，有意差は認められな

かった。

ハンドリング・キャパシティーによる分類に

ついて，Ａ群では，両面接着テープ効果におい

て有意差は認められなかったが，Ｂ群では５％

水準で有意差が認められた。
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inglongdistancethrowingmotion
wｉｔｈＴＡＰＥａｎｄＳＵＤＥ．

Figure4・Comparisonoftheangleofincidence

afterreleaseofballthrow，during

longdistancethrowingmotiｏｎｗｉｔｈ
ＴＡＰＥａｎｄＳＵＤＥ．

Table8Performanceofeachsubject，displacementofballinverticaldirectionduringlong
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の作用を「まさに投げ放つ瞬間に，把握のため

の緊張からとかれた弛緩性は指先の押えという

表現であらわされるように,微細な作用をもつ｡」

と述べている。

本研究において測定した素手遠投力と両面接

着テープ遠投力の間には，有意差は認められな

かった。遠投力では，自己の持っている投能力

を最大限に発揮する必要があるが中学生では，

両面接着テープによって，投げは放たれる瞬間

の指の緊張から弛緩がスムーズに行われず，ボ

被検者20名中，１５名が両面接着テープ効果が

あり，５名が逆効果であった。平均値において，

15名のＵＰ群の効果は,＋13cmであった。また，

平均値において５名のＤＯＷＮ群の逆効果は,-

13cmであった。

考察

１遠投力

新井(1983)')は，投げにおける指と手のひら
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考えられる。以上から，ハンドボールのキャリ

ア，両面接着テープへの慣れなども，両面接着

テープ遠投力に影響すると推察される。
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２ポール牽引力

山本，川原（1984)5)は，大学男子ハンドボー

ル選手による両面接着テープ装着時の牽引力に

ついて，五指全てに両面接着テープを装着した

場合，素手を100として204の牽引力を発揮す

ると報告している。河村(1976)6)は，大学男子

ハンドボール選手による松ヤニ使用の牽引力に

ついて，素手牽引力と比較すると，男子におい

て100：２３２であると報告している。

本研究において測定した中学生の素手牽引力

と両面接着テープ牽引力の間には，Ａ群，Ｂ群，

全体，すべてにおいて１％水準で有意差が認め

られ，その比は１００：１８４であった。両面接着

テープ装着により，牽引力において，約２倍の

効果があらわれるのは，ボールをつかむ動作の

際に両面接着テープの粘着力を最大限に利用す

ることが可能となるからであろう。

ハンドリング・キャパシティーの大きいＡ群

の素手牽引力は，平均4.4ｋｇであるのに対し，

ハンドリング・キャパシティーの小さいＢ群の

素手牽引力は，平均2.8ｋｇである。Ｂ群が両面

接着テープを装着することにより，その牽引力

は，平均5.5kgにもなる。つまり，ハンドリン

グ・キャパシティーの小さいＢ群のプレーヤー

も，両面接着テープを装着することによって，

ハンドリング・キャパシティーの大きいＡ群の

プレーヤーよりも，高い牽引力を発揮すること

が可能になると推測される。

１J
８１

ＳＵＤＥＴＡＰＥＳＵＤＥＴＡＰＥＳＵＤＥＴＡＰＥ

ＴＯＴＡＬＧＲＯＵＰＡＧＲＯＵＰＢ

Figure6Comparisonofthedisplacementof

ballinverticaldirection,duringlong

distancethowingmotioｎｗｉｔｈＴＡＰＥ
ａｎｄＳＵＤＥ

－ルに回転力を与えられないプレーヤーがいる

ことが推察される。被検者ＤＫは，両面接着テ

ープを装着しても，投げ放たれる瞬間の指の緊

張から弛緩がスムーズに行われるために，両面

接着テープの粘着力によるボール把持力を十分

に利用して遠投に結びつけ,＋５．４ｍの効果があ

らわれたと推測される｡これに対して被検者Ｔ・Ｋ

においては，投げ放たれる瞬間の指の緊張と弛

緩がスムーズに行われないために，ボールに回

転力を与えることができず，両面接着テープの

粘着力が遠投力にてマイナスの影響を与え,－５．

０ｍと両面接着テープ装着が逆効果にあらわれ

ると考えられる。

ハンドリング・キャパシティーの大きいＡ群

においては，１３人中８人が両面接着テープ遠投

力が素手遠投力を上回った。Ａ群は，ボール把

持力が高いために，素手とほぼ同じフォームで

投げる事が可能であり，両面接着テープの力を

利用して，素早い腕の振りを行いやすい身体的

特質をもっていると考えられる。

被検者21名のうち，ハンドボールキャリア２

年以上のプレーヤー８名中７名がUP群に属する。

ハンドボールキャリアの長いプレーヤーが，投

げ投つ瞬間の指の緊張と弛緩が，両面接着テー

プの粘着力に影響せずにスムーズに行われると

３シュートコントロール

新井（1983)')は，投げの動作において，手首

がボールの「方向づけ」に大きな役割を担って

いると述べている。

本研究において測定したシュートコントロー

ルの素手得点と両面接着テープ得点の間には５

％水準で有意差が認められた.ボールを握るこ
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とができないと,手首の可動範囲が小さくなる。

そのため，「方向づけ｣という手首の重要な役割
を果たすことができず，ポールコントロールが

困難となる。前述のように，両面接着テープを

装着することにより，ボール把持力が高まる。

これによって，手首の可動範囲が大きくなり，

「方向づけ」という手首の機能の一つが高まる
と考えられる。

豊島(1964)'1)は，手の大きさとボールコント

ロールの間にはほとんど関係がないと報告して

いる。本研究においては，ハンドリング・キャ

パシティーの小さいＢ群が有意に素手での得点

が高かった。Ａ群においては，両面接着テープ

によって，強くボールをキープし，手首の方向

づけ作用を十分に生かすと考えられる。逆に，

Ｂ群において,コンパクトなシュートに対して，
両面接着テープは効果が小さいと考えられる。

れる｡握れなくても手首の可動範囲は小さいが，
手首と手の平でボールを支え，フォワード．ス

イング開始時につくられる「構え」は変わらな
いと考えられる。

３）投球動作中におけるボールの垂直方向への
移動距離

素手移動距離と両面接着テープ移動距離の間
には，ハンドリング・キャパシティーの小さい

Ｂ群において，両面接着テープ移動距離が有意
に大きかったが，Ａ群においては，有意差は認
められなかった。

Ｂ群は，ハンドリング・キャパシティーが小

さいために，ボール把持が不安定であり，ボー
ルを大きく移動させる事は困難となる。これが

両面接着テープを装着することで，ポール把持
力が高くなり，ボールを大きな範囲に移動させ

る事が可能になると考えられる。Ｂ群で10人中
９人までが，両面接着テープにより，垂直方向

の移動距離が増えており，大きなフォームをつ

くるには，両面接着テープが有効であると考え

られる。一方，ハンドリング・キャパシティー

の大きいＡ群の被検者は,ボール把持力が高く，

素手でも十分にポールを握れるプレーヤーが多
く，垂直方向の移動距離においては，両面接着
テープの効果が小さいと推測される。

４遠投動作

１）ボール投射角度

被検者全体の素手投射角と両面接着テープ投

射角において有意差が認められた。ハンドリン

グ・キャパシティーの大きいＡ群において統計

的有意差は認められないが，ハンドリング・キ

ャパシティーの小さいＢ群においては，有意差

が認められた。Ｂ群は，両面接着テープを装着

することで，ボール把持力が増大する。一方，
Ａ群においては，ボール把持力が高いため，素

手でもボール操作が巧みであり，両面接着テー

プ装着時，素手ともに，移動距離同様，投球フ

ォームに大差がなく，投射角も変化はないと考
えられる。

２）主動作（フォワード・スイング）開始時の
肘関節角度

フォワード・スイング開始時の肘関節角度に

おいては，全体，Ａ群，Ｂ群ともに，素手と両

面接着テープ装着時に有意差は認められなかっ
た。

ポールを握ることができない場合は，ポール

を手の平で支えるようにして把持すると考えら

結

一鋼

中学生ハンドボール部員における両面接着テ

ープ装着の効果を検討するために，遠投力とフ

ォーム，ボール牽引力，シュートコントロール

の測定を試み，以下の事項が結論づけられた。

１両面接着テープの装着により，ボール牽引

力は約２倍になる。手の小さいプレーヤーも
両面接着テープの装着により，大きいプレー

ヤーの素手に勝るボール牽引力を発揮するこ
とが可能である。

２ジャンプシュートのシュートコントロール

においては，手の大きいプレーヤーに両面接
着テープ効果があると推測される。
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３遠投力においては，両面接着テープ効果は

一様に現われない。

４遠投力のフォームについて，手の小さいプ

レーヤーは，両面接着テープ装着によってボ

ール把持力が高まることにより，大きなダイ

ナミックなフォームとなり，手の大きいプレ

ーヤーはフォームに変化が現われない傾向が

ある。
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教育研究第20号；Ｐ２８９－２９６，１９８４．

６）Kawamura,Ｒ，“Thebasicstudyofballhandling

onhandballgame(1)．“GeneralEducationRer‐

ｉｅｗ,TohoUniversity,NOL8,35-40,1976.
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ールの投力に関する研究，体育学研究，１５－５；Ｐ

２１１，１９７１．

８）中出盛雄；ハンドボール選手の体格とハンドリング・

キャパシティーとの関係についての－考察，体育学

研究，９－１；Ｐ34,1964.

9）中出盛雄，相浦義郎，石井喜入；ハンドボール投げ
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10）大西武三，福田英明，河村レイコ；ハンドボール競

技における松ヤニの効果，日本体育学会第３１回大会

号；Ｐ600,1980.

11）豊島進太郎，高島洲ら；ハンドボールにおける手と
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